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ーにおいては、 再生可能エネルギーの導入拡大自体は推進する立場ですが、 そ

住民説明会では「国が推進している」と繰り返していましたが、 国の代表である大 ます。

I

の導入にあたっては地域の合意形成や環境保全との両立を逗視する姿勢が示されてい

臣が「抑制すべきJと述べた事実とどう整合性を取るのか したがって、 「抑制すべきJという言葉で太隔光発電全体を否定したわけではなく、

窓法は財産権や営業の自由を保障していますが、 それは「公共の福祉に反しない限
り」であり。 無制限ではありません。 すでに多数の市民•国民が本事業に反対の声
をあげています。 この状況でなお「公共の福祉に反していない」と言えるのか。 現
行法で形式的に許されていたとしても、 法の理念そのものに反していないか。 事業
者としての見解を明確に示すよう求めます。

住民の周知方法を適切にすべき

災害時PSCの自立運転機能をつけ、 根室市内への優先的な配電を行なってほしい

なぜ根室市に太隔光発篭所を建設しようと思ったのか

「乱開発や環境破壊を伴うような導入のあり方Jに対して、 懸念や是正の必要性を示
していると解釈するのが妥当であると考えております。

事業者として、 窓法の解釈について見解を示す立場にはございません。

関係法令や行政指導等を遵守し、 適切に事業を実施します。

今後も、 地域の皆様のご意見を真摯に受け止めながら、 法令に基づき誠実に対応して
まいります。

説明会でも申し上げた通り、 根室市様の指導に基づき、 デジタルサイネージでの周
知、 新聞での周知、 根室市内全ての町会様に向けた回覧という形で周知させていただ
いております。

特別高圧の発電所においては当該機能を付保することができません。 また、 配電につ
いて9」-の所管であり、 我々が関与できる領域でないことご
理解賜りたく存じます。

総合的な検討の結果、 効率的な再生可能エネルギー事業が実施可能であり、 再エネ導
入目標に貢献できると判断したことによります。

くご意見＞
No. 意見書本文 回答
1 ソ ー ラ ー パネルの必要性、 国民として、 市民として感じておりません。 国も、 メガソ ー ラ ーに対しての規制の見直しを検 貢豆なご意見をありがとうございます。

討している中で規制が緩い時期に建てるという行動にも非常に問題があると思います。 なお、 根室市様のガイドラインにおいては全国的にも非常に密に調査や計画
根室市民との合意形成も全くできていない中で建設することに断固反対します。 公共の福祉に反しています。 を求めるものであり、 著しく規制が緩いとは考えておらず、 また規制が緩い

ので開発を行うという心づもりではないこと、 ご認識賜りたく存じます。

地域の皆様のご懸念を真摯に受け止め、 法令遵守のもと、 安全と瑣境に十分
配慮しながら事業を進めてまいります。

2 則回の説明会は、 質疑応答の途中で終了したと思います。 平日の限られた時間ではなく、 できるだけ多くの市民が参加で 会場時間の都合により途中で切り上げることとなり、 大変失礼いたしまし
きる日時の設定をして、 市民全体に周知した形で説明会を実施してほしいと思います。 た。 ご意見頂戴した通り、 できる限り多くの方に参加いただけるよう最善を

尽くさせていただきます。

3 9 月 9 日に開催された説明会において、 参加者より出された意見の多くが本事業に対する疑問や不安を述ぺるものであり、 ご意見頂戴しましてありがとうございます。 9 月 9 日に実施した住民説明会
また本事業に対して反対の意見も出されました。 に対する意見書につきましては、 全件につき改めて文害で回答し、 一覧を皆

様にお配りいたします。
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第三に、 事業主体は東京都港区に取材する企業であり根室の地域企業ではありません。 つまり都市部の会社が投資を集め

地方に施設を建設し最終的な利益を都市部に吸い上げるという構造となっています。

第四に、 火災などの事故リスクや景観環境の悪化といったデメリットを負担するのは根室市民であるという不均衡です。

施設の運営上のトラプルが発生した場合に最も大きな被害を受けるのは地元で吾らす私たち住民です。

このように本事業は都市部が地方を犠牲にして利益を得る搾取の構造そのものであり地域住民として到底受け入れられる

ものではありませんエネルギー の地産地消おすすめ地域に利益が還元される形を楼索することこそが持続可能な社会の実

現につながると考えます。

もっとも、 そうした中でも建設の可能性を楼索するのであれば以下の要望を強く申し上げます
• 地域住民に寄り添い徹底した議論を行った上で充分な理解を得ること理解が得られるまでは着工を行わないこと
• 景観や野生生物に配慮し事業面横を最小限とするよう計画の見直しを行うこと
● 搾取の構造とならぬよう市民根室市民に対して充分なメリットを提示すること

以上の観点を踏まえ慎豆な判断を求めます。

住民説明会でいろんな意見がありましたが私も根室のメガ
‘

ノ ーラ ー建設には断固反対です。

釧路湿原のメガ‘ノ ー ラーは大きな問題になりましたし、 岩手の大船渡市では建設中止をしました。 最近では鶴居村が民有

地を売られないよう村で買い取 ることを決めました。 メガ‘ノ ーラー は全国各地で住民の反対署名活動ができています。 そ

ういうこともご存じでしょうか。 どうして反対なのか。

10 

貢豆なご意見をありがとうございます。

全国での事例や自然瑣境•安全面へのご懸念を真摯に受け止め、 当社として

も火災・災害対策や景観・生態系への影響を最小限に抑えるための追加調査

と安全対策を進めております。

本事業は、 法令に茎づき適正に実施するとともに、 地域の雇用や税収などの

形で根室市への貢献を目指しております。

また、 次回の説明会では調査結果や具体的な対策内容を分かりやすくご説明

し、 引き続き住民の皆様との対話を直ねてまいります。

11 

• 36,800枚もの代表パネルは当然自然を切り崩す瑣境破壊。 動植物にとっても迷惑です。

• 根室市内の入り口までましてや国道沿い合わせて学校公園も近く3万枚のパネルが一面に見える景観の悪さ

• 火災の危険性。 説明では火災が起きないよう雑草の除去、 ドロ ーンを使ってという対処法をいっていましたが、 絶対

に火災が起こらない保証はありません土砂などの災害もそうですが火災が一番危険で不安と隣り合わせなのです。 なので

対処法が安心材料にはなりません。

• 発電された電力が根室に使われるものでもなくただ設置の場所借りと思え危険を感じるだけで何のメリットも感じま

せん

• 廃棄時の横み立てが設置後1 0年してからというのが国のガイドライン規定だとしても横み立てが始まる前に御社が

倒産転売されては話にならない

• 説明会で住民の方がいっていましたが根室の日照時間や濃霧など気象条件を考えても合わないと思う

そもそも現政府は再エネを推し進めていますが日本が脱炭素をし、 仮にカ ー ポンニュ ートラルを達成しても地球温暖化抑

止にはならず気温も-0.006度くらいしか下がらないと言われています。

逆に自然をどんどん破壊して二酸化炭素が減るのでしょうか、

それなのに再エネ賦課金という名目で取られ篭気代が高くなるのでメガソ ーラーの必要性を全く感じません。

現政府は推進ですが今ゴタゴタしている政府が変われば政策も変わりメガソ ーラ ーは反対されていくと思っています。

根室に至ってもこんな大規楼メガ
‘

ノ ーラ ーを設置する必要性を感じないので断固反対です。

言言言塁言宣言□竺言帽言雪璧□言□三□
ですべての市民に行き届くようにしてください。

そして市民との合意形成が前提であるとのことですが、 先日の説明会を開いたというだけで合意形成できたとされては困

ります。 少なくとも説明会では合意賛成の声はありませんでしたし今オンライン署名等でも反対の声が多数寄せられてい

次回の説明会では、 いただいたご質問に対して丁寧に対面でご説明するとと

もに、 より多くの市民の皆様に情報が届くよう告知方法を工夫してまいりま

す。
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根室市民としては、 根室ゼロカ ー ポンアクションに太陽光パネルの文言はありませんし、 「吸収源の確保」のための既存
の自然を壊してパネルを建設することに反対。 強く反対します。

世界に誇る根室の観光資源を守り続ける必要があります。

郊外の被害、 反射による発火火災、 温暖化の助長になる。 いいことがない。 見てくれも悪い。 企業利益より大事です。

根室市は今後30年以内に千島海溝を震源として巨大地震が起こる可能性が高く、 災害に弱い太陽光パネルを市街地近辺に
設置することに不安がある。 震災によるパネルの破損から火災につながった例や、 土砂崩壊により道路が寸断されるなど
の被害は今までにも起きており根室市においても同様の被害が起こる可能性は充分にあると思われる。

また建設予定地の近くには土砂災害による特別警戒区域があるように見える。 そのような場所に大規楼な‘ノ ー ラ ー 施設を
建設することは予測不能な被害を引き起こす可能性があり、 市民の生活を脅かすことにつながると思われる。

火災や反射光、 瑣境負荷に関しても関係機関との協議・合意に茎づき安全対
策を講じ 、 地域住民の安心•安全を確保いたします。

また、 地域への税収や雇用など具体的なメリットについても次回説明会で詳
しくご説明し、 住民の皆様との対話を直ねてまいります。

ご意見をありがとうございます。

根室の自然瑣境や景観、 安全性への懸念を真摯に受け止めております。

建設予定地の地盤や土砂災害リスク、 火災リスクについては専門機関による
詳細な調査を行い、 安全対策や監視体制を整えたうえで計画を進めておりま
す。

実際に根室市では昨年太陽光パネルのケ ー プル断線による火災が起きており不安を抱えている市民もいる。

1
また、 次回の説明会では調査結果や対策内容を具体的にご説明し、 住民の皆

また予定地の近くには市民の憩いの場である総合運動公園や見睛らしの良い高台も多く、 景観を損ねるのではないかとい 様の声に丁寧に対応してまいります。

う心配もある。

さらに根室市には多種多様な野生動物が生息しており、 一度自然環境を壊してしまえば取り返しのつかない損失につなが
る恐れがある・調査を行っているとは言え、 春季と夏季だけの限られた期間では不十分ではないだろうか。

いずれにせよ自然の中に大規楼な‘ノ ー ラ ー施設を建設することは安全面でのリスクが高く市民にとってもデメリットの方
がはるかに大きいので賛成できない。 またこのような計画が市民に充分に周知されずに進められていたことにより不信感
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私が根室に移住した理由が、 手付かずの自然が好きだったこと、 この場所で子育てや老後を過ごしたいと思っています。

この先何年も‘ノ ー ラ ーパネルに囲まれた吾らしたくありません。

このまま11月に予定している工事を進める前に、 市民からの声を聞いて、 一つ一つ問題や不安をなくしてから検討してく
ださい。
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以上。




